
WA ROCK(ワロッ

ク)石に絵を描き,特

定の場所に置いた

り交換したりして,

人と人の輪を紡ぐ

新しい遊び

放課後等デイサービスの子どもたちは，夏休み

になると，ほとんどの子が一日中「いっぽ」で過

ごします。せっかくの夏休みなので，できる範囲

で楽しく過ごして欲しいと考えました。というこ

とで，今年は，夏休みならではのプログラムを考

えました。①なつまつり，②焼板づくりなどです｡

他にも，そうめん大会なども実施しました。

今年のなつまつりはメニューが豊富です。

①金魚すくい，②みずヨーヨー，③かき氷，

④わたあめ,⑤たこ焼きです。児童発達支援

の子どもたちは，午前中に体験しました。

できるだけ多くの子どもたちに経験させた

いと考えて，２回，開催しました。飾り付けを自作して楽しみにしていた子どもたちは大喜びでした。
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これも，「子どもたちが

喜ぶ活動を」ということで，

地域のボランティアの方が

駆けつけて実施したもので

す。マシュマロを焼いて，

クラッカーに挟んで食べる

ものですが，焼くとものすごく甘くなるんですね。子

どもたちだけでなくスタッフも驚きました。

板を適度な大きさに切断し，バーナーで焦げ目を付

け，金だわしで磨いた後に，エナメル絵の具等で着色

すれば，焼板の完成です。夏休みプログラムの一つと

して実施しました。と言っても，磨きまでの工程はス

タッフによるものです。子どもたちは「絵付け」を担

当しました。花山などの野外活動のプラグラムにもよ

く採用されているのですが，初めて経験する子も多く，

オリジナルなデザインの焼板を作っていました。

天候にも寄りますが，週に２回

程度のペースで，バス停の清掃を

継続中です。最近は，掃除機等も

持ち込んで本格的です。

１日(木)避難訓練

１５日(木)移動図書

１９日(月)成人を祝う会

※諸般の事情で夏休みの活動に参加できなかった利用者の子

も含めて,みんなが喜べるように考えています。お楽しみに

利用者の作品です。

実物は,畳半分くらい

いの大きさの紙に大

胆に書いてあります。

しかも，４枚もある

超大作で，学校で書

いたものです。さだ

まさしさんの歌詞の

一部だそうです。

雨が降ったり,日差しが

強すぎたりして，意外に

屋外での活動ができませ

ん。そういうときは,ホー

ルでＣＤの音楽に合わせ

て歩く活動を取り入れて

います。「ゾウキリンの」

曲が楽しいのか，みんなで３０分近く歩いています。

子どもたちが大好

きな活動の一つ。

盛り上がりました｡


